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先
生
で
き
た
ぁ
ー

写
真
は
、

月
３
日
に
行
わ
れ
た
中
央
保
育
所
の
も
ち
つ
き
の
様

１２

子
で
す
。
つ
き
た
て
の
お
も
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
っ
て

丸
め
ら
れ
、
き
な
こ
も
ち
と
お
雑
煮
に
な
り
ま
し
た
。 コードを読み取り、アドレスを取得

してください。

なお、ホームページではカラー版

の広報えりもがご覧いただけます。

町の公式ホームページは、スマートフォンにあ

わせたサイズもご用意しております。下のバー
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新
年
を
迎
え
て

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
町
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
平
素
か
ら
町
政
各
般
に
対

す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
お
力
添
え
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深
く

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

デ
フ
レ
脱
却
・
日
本
経
済
再
生
に
向

け
、
新
た
な
経
済
政
策
（
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
）
が
功
を
奏
し
て
景
気
が
回
復
す
る

兆
し
を
見
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地

方
に
お
い
て
は
、
ま
だ
そ
れ
を
実
感
で

き
な
い
う
ち
に
消
費
税
率
が
８
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
増
税
後
は
個
人
消
費
が

低
迷
し
景
気
の
先
行
き
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年
は
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
昆
布
漁
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
生
産
高
、
金
額
と
も
平
年
を

大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
秋
サ
ケ
漁
に

つ
き
ま
し
て
も
漁
獲
量
で

.
1
％
、

18

漁
獲
額
が

.
5
％
増
と
な
り
、
漁
獲

29

量
、
漁
獲
額
と
も
に
２
年
連
続
で
前
年

を
上
回
り
ま
し
た
。

さ
て
、
過
ぎ
た
る
一
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
全
国
的
に
自
然
災
害
の

多
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
２
月
の
記

録
的
な
大
雪
に
始
ま
り
、
豪
雨
に
よ
る

大
規
模
な
土
砂
崩
れ
、
御
嶽
山
の
噴

火
、
道
内
に
初
の
大
雨
特
別
警
報
が
発

令
さ
れ
る
な
ど
各
地
で
多
く
の
犠
牲
者

が
出
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
自
然
災
害
に
対
処
で
き
る
よ

う
、
本
年
は
え
り
も
町
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
、
携
帯
用
発
電
機
な
ど
の
災

害
用
備
品
や
備
蓄
用
食
糧
の
計
画
的
な

購
入
、
配
置
に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。

昨
年
４
月
以
降
は
、
町
立
国
保
診
療

所
を
内
科
・
外
科
・
小
児
科
の
三
診
体

制
と
し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
命
と
健

康
を
守
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
一
次

医
療
や
急
性
期
医
療
に
対
応
し
た
診
療

体
制
の
充
実
を
図
り
、
疾
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
な
ど
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

ま
た
、
本
年
も
子
育
て
世
代
の
負
担

軽
減
と
児
童
福
祉
の
向
上
を
図
る
事
業

の
継
続
実
施
を
は
じ
め
、
特
定
不
妊
治

療
へ
の
助
成
制
度
導
入
や
引
き
続
き
大

和
C
団
地
の
改
築
事
業
等
潤
い
の
あ
る

生
活
重
視
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

当
町
で
は
「
心
豊
か
で
安
心
・
安
全

な
暮
ら
し
を
創
る
」
第
五
期
え
り
も
町

総
合
開
発
計
画
が
最
終
年
を
む
か
え
、

本
年
は
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
デ
ザ
イ

ン
を
決
め
る
大
事
な
一
年
と
な
り
ま

す
。
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
を
自
ら
の

判
断
と
責
任
に
お
い
て
形
成
す
べ
き
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
行
政
に
携
わ

る
私
ど
も
の
責
任
は
ま
す
ま
す
重
大
で

あ
り
、
町
民
と
も
ど
も
創
り
上
げ
て
い

く
心
構
え
こ
そ
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

年頭の
ごあいさつ

え
り
も
町
長

岩

本

溥

叙
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平成26年

秋の叙勲
瑞宝単光章
ずいほうたんこうしょう

田中政義 さん（67）東洋

た なか まさ よし

平成26年秋の叙勲が１１月3日に内閣府より発

表され、元えりも消防団副団長の田中政義さん

が、瑞宝単光章（消防功労）を受章されました。

田中さんは、家業の漁業を営みながら昭和41

年３月に幌泉町消防団（当時）に入団し、班長や

分団長を経て、平成12年４月、えりも消防団副団

長に就任。平成16年３月に退団するまでの38年

間に渡り地域の防災活動や消防技術の向上に大

きく貢献されました。

在団中の大きな出来事は、昭和49年９月７日

午後８時19分に本町地区で発生した旅館の火災

です。現場が老朽化した木造の建物が密集する

繁華街であったため、延焼により町の中心部が

消失する事態が心配されました。

この火災で田中さんは、狭い路地へ進入し、

猛烈な煙と熱気に阻まれながらも強靭な忍耐力

と精神力で長時間にわたる消火活動を行い、延

焼を食い止めました。

受章について田中さんは「叙勲の栄誉は、団員

と家族のおかげです」と感謝の言葉を述べていま

した。

長年にわたり学校保健に従事

西川一雄先生に
学校保健功労者表彰

校医や学校歯科医として功績のあった方が対象

となります。

西川先生は、平成４年に学校歯科医として教

育委員会から委嘱を受け、患者の治療で大変多

忙な中、歯科健診を通じて子ども達の歯の健康

を守り、当町の学校保健の充実と振興に大きく

寄与されました。

林業振興の実績が高く評価される

安孫子貢さんに
北海道産業貢献賞(森林づくり功労者)

１１月３０日、恵庭

市で行われた北海

道学校保健研究大

会の席上で、西川

歯科医院（本町）

の西川一雄先生が

平成２６年度北海道

学校保健功労者と

して表彰されまし

た。道学校保健会

による表彰で、学
表彰楯を手にする西川院長

消
防
団
副
団
長
と
し
て
４
年
間
務
め
ま
し
た

れました。

1２月16日、札幌市内のホテルで表彰式が行わ

れ、荒川副知事から表彰状が手渡されました。

安孫子さんは、自身の所有山林を提供し、地

元の小中学生へ林業体験の充実を図るなど、青

少年の育成に尽力しました。また、平成25年に

は、地域で模範的な技術者として認定される北海

道指導林家として、自身の経験を多くの技術者へ

伝えるなど、林業振興に大きく貢献されました。

12月18日岩本町長を訪問し受賞

の喜びを語る安孫子さん

長年、林業

に携わってこ

られた安孫子

貢さん（庶野）

が、森林づく

り功労者とし

て知事表彰の

北海道産業貢

献賞を受賞さ
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子
ど
も

議
会

５
回
目
と
な
る
子
ど
も
議
会
が

月

日
、
庁
舎
３
階
の
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１１

26

小
・
中
学
校
と
高
校
か
ら
選
ば
れ
た

人
の
子
ど
も
議
員
は
、
最
初
、
町
議
会
議
員
や

１１

役
場
職
員
を
前
に
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
岩
本
町
長
や
川
上
教
育
長
へ

堂
々
と
質
問
や
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
質
問
と
町
長
及
び
教
育
長
か
ら
の
答
弁
を
紹
介
し
ま
す
。

架交流館ひなた

鴨どのような施設か

もっとピーアールし

てください。

歌町長

ひなたにはパソコン

や漫画本、テレビ、幼

児の遊び場などがあり

ます。買い物の休憩場

所として、２年半前に

開館しました。

今後、行事を行う際

には、積極的にお知ら

せをします。

安保明音 さん
あんぽ あかね

（笛舞小学校６年）

架町民体育館の用具

鴨小学生が使える用具

の種類を増やしてく

ださい。

歌教育長

もっと楽しんで気軽

に遊べる用具を、でき

るだけ増やしていける

よう考えていきます。

また、様々な用具が

ありますが、利用者の

方に分りやすく知らせ

る工夫を行います。

三橋志乃 さん
みつはし しの

（えりも小学校６年）

架図書の購入

鴨図書室に入れてほし

い本を伝えるリクエ

ストボックスを設置

してください。

歌教育長

利用者が求める本

は、購入希望申込書か

らの情報を元にして、

購入しています。

リクエストボックスは

これまでの方法とあわせ

て、大変よい提案です。

試験的に設置します。

杉本夏美 さん
すぎもと なつみ

（東洋小学校６年）

架災害発生時の対策

鴨土砂くずれ対策は。２

点目、町全体での避難訓

練を実施してください。
歌町長

土砂くずれを防止す

る工事はすぐにはでき

ません。町は大雨が

降ったら町民に避難を

呼びかけます。避難訓

練に多くの町民が参加

することは重要です。

消防や自治会などと協

力しながら大規模な訓

練の実施を検討します。

寺井琴美 さん
てらい ことみ

（えりも中学校２年）

架保育所の遊具の整備

鴨新しく遊具を整備す

る予定はありますか。

歌町長

古くて修理できない

遊具は、安全のために

撤去し、使用できるも

のは修理します。今、

保育所は小さい子ども

も預かっているので、

保育所の中で楽しく遊

ぶことのできるおも

ちゃや遊具を、計画的

に整備しています。

村田沙央理 さん
むらた さおり

（えりも高校１年）

開会にあたり、議員へ

あいさつする渡部議長

７件の質問に対して答

弁する岩本町長
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架障がいを持つ人の生活

鴨障がいを持つ人たちが

働ける場所を確保する

取組はありますか。

歌町長

浦河町にある就労支

援事務所へ通う方に対

して、交通費の一部を

補助しています。

また、障がいのある方

からの「働きたい」とい

う相談に応じられるよ

う、ハローワークなどと

も協力していきます。

安田 遥 さん
やすだ はるか

（庶野小学校６年）

架えりも岬の下水道

鴨岬地区に下水道を造

る計画はありますか。

歌町長

現在のところ、岬地区

に下水道を整備する予定

はありません。そのかわ

り、町は下水道がない地

区の家庭に、浄化槽の設

置にかかった費用を一部

補助しています。

浄化槽のよさを伝え、

多くの家庭で設置しても

らえるよう努力します。

中野恵太 さん
なかの けいた

（えりも岬小学校６年）

架グラウンドの整備

鴨中学校などのグラウ

ンドが傷んでいるの

で整備してください。

歌教育長

グラウンド整備は、土

を入れ替えたりするた

め、多くのお金を必要と

します。すべてのグラウ

ンドをすぐに改修するこ

とは難しいです。

どの学校をいつ整備

するか計画を立てて、

考えていきます。

中野桃子 さん
なかの ももこ

（えりも中学校２年）

架町の公共施設

鴨公共施設の休館日が

重なるので、ずらす

ことはできませんか。

歌教育長

施設の休館日は、利

用者が多い曜日をでき

るだけ避けています。

今のところ、休館日

は町民にも定着してい

るので変更はしません

が、より良いサービス

を提供できるよう、考

えていきます。

岩間竜 平 さん
いわま りゅうへい

（えりも中学校２年）

架漁業被害対策の効果

鴨アザラシによる漁業

被害対策を教えてく

ださい。

歌町長

環境省が、平成２７年度

まで漁業被害の対策を計

画しています。その一つ

が、網の中でサケとアザ

ラシを分ける改良網を設

置する試験です。

また、被害の割合を減

らすため、岬漁港からサ

ケ稚魚を放流します。

池田峻悟 さん
いけだ しゅんご

（えりも高校１年）

架冬の除雪

鴨時間や地区を決めて

除雪を行うことはで

きますか。

歌町長

除雪は、雪の降り方や

風向き、気温などによっ

て左右されます。

このため、天気予報を

参考に、作業の開始時間

を早めたり、どこの地域

が積もりそうかを判断し

て、効率的で効果的な除

雪を実施しています。

山本桃世 さん
やまもと ももよ

（えりも高校２年）

４件の質問に対して答

弁する川上教育長

閉会後、議員全員で記念撮影を行いました
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一
般
行
政
報
告

第

回
え
り
も
海
と
山
の
幸
フ
ェ
ス

33
テ
ィ
バ
ル

月
５
日
に
第

回
え
り
も
海
と
山
の

10

33

幸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、

恒
例
の
鮭
の
つ
か
み
捕
り
大
会
を
は
じ

め
、
餅
ま
き
大
会
や
え
り
も
高
校
生
に

よ
る
駒
踊
り
披
露
な
ど
の
行
事
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
え
り
も
漁
協
女
性
部

に
よ
る
鮭
鍋
と
航
空
自
衛
隊
襟
裳
分
屯
基

地
准
曹
会
に
よ
る
カ
レ
ー
う
ど
ん
の
無
料

提
供
、
黒
毛
和
牛
や
魚
介
類
な
ど
の
特
産

品
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
エ
フ
エ
ム

ノ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
主
催
の
バ
ス
ツ
ア
ー
や

札
幌
え
り
も
会
の
み
な
さ
ん
の
ほ
か
、
町

内
外
か
ら
訪
れ
た
8
5
0
0
人
以
上
の

方
々
に
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
協
賛
、
後
援
い
た

だ
い
た
産
業
団
体
を
は
じ
め
、
各
団
体
の

み
な
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

マ
ツ
カ
ワ
稚
魚
の
放
流

本
年
度
よ
り
、
日
高
管
内
で
の
マ
ツ
カ

ワ
稚
魚
の
放
流
計
画
数
が
こ
れ
ま
で
よ
り

５
万
尾
多
い

万
尾
を
放
流
す
る
計
画
に

40

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

６
月

日
か
ら
３
回
に
分
け
て
、
栽
培

27

漁
業
伊
達
セ
ン
タ
ー
で
種
苗
生
産
さ
れ
た

マ
ツ
カ
ワ
稚
魚

万
９
千
尾
を
え
り
も
セ

45

ン
タ
ー
に
搬
入
し
、
中
間
育
成
を
行
い
ま

し
た
。

稚
魚
は
、
そ
の
後
順
調
に
成
長
し
、

９
月
４
日
か
ら

月

日
に
か
け
て
、
日

10

29

高
管
内

の
漁
港
に
お
い
て
、

万
６
千

17

45

尾
を
放
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
内
、
町
内
で
は
、
関
係
機
関
及
び

笛
舞
、
え
り
も
岬
、
庶
野
の
各
小
学
校
、

光
の
園
幼
稚
園
、
中
央
、
え
り
も
岬
、
庶

野
の
各
保
育
所
の
児
童
、
園
児
の
参
加
協

力
に
よ
り

万
６
千
尾
を
無
事
放
流
す
る

14

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
え
り
も
以
西
栽
培
漁
業
推
進
協

議
会
で
は
、
マ
ツ
カ
ワ
種
苗
放
流
事
業
の

自
立
運
営
と
魚
価
の
向
上
を
図
る
た
め
、

「
マ
ツ
カ
ワ
魚
価
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
協
議
を
開
始
し

ま
し
た
の
で
、
今
後
の
取
り
組
み
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

緑
化
事
業

え
り
も
岬
の
緑
を
守
る
会
主
催
の
「
え

り
も
イ
キ
イ
キ
森
林
づ
く
り
事
業
」
が

月
６
日
に
え
り
も
岬
国
有
林
内
で
開
催

11さ
れ
、
漁
業
者
を
含
め
た
町
内
外
の

約
1
0
0
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
昭
和

年
に
植
樹
さ
れ
、
高

57

さ
４
～
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
育
っ
た
ク
ロ

マ
ツ
の
林
で
、
の
こ
ぎ
り
を
使
い
、
枝
落

と
し
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
緑
化
活
動
を
継
続
し
て
い

く
と
と
も
に
、
こ
の
緑
化
事
業
が
、
襟
裳

岬
を
蘇
ら
せ
、
そ
し
て
海
も
蘇
ら
せ
た
事

業
で
あ
る
こ
と
を
力
強
く
発
信
し
、
次
の

世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
使
命
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

サ
ケ
の
飯
寿
司
づ
く
り
体
験

え
り
も
地
域
力
発
掘
協
議
会
主
催
の

「
第
６
回
サ
ケ
の
飯
寿
司
づ
く
り
体
験

町議会
第５回定例会

12月１９日に第５回定例会が開か

れ、町長、教育長からの行政報告、一

般質問、条例改正、補正予算など、提

出された議案をすべて原案どおり可

決されて閉会しました。

なお、一般質問は、後日発行され

る「議会だより」に掲載されます。

豊漁を願い稚魚を放流
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会
」
が
、

月

日
と

日
に
開
催
さ
れ

11

15

16

ま
し
た
。

本
年
度
も
名
寄
市
、
北
見
市
な
ど
道
内

各
地
か
ら

組
1
3
6
名
の
参
加
が
あ
り

84

ま
し
た
。

初
日
は
え
り
も
栽
培
セ
ン
タ
ー
で
、
飯

寿
司
づ
く
り
の
下
準
備
で
あ
る
サ
ケ
の
三

枚
お
ろ
し
と
切
り
身
づ
く
り
を
行
い
、
翌

日
は
え
り
も
町
第
二
体
育
館
に
場
所
を
移

し
、
町
内
の
「
つ
け
も
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
入
賞
常
連
の
渡
部
智
佳
子
さ
ん
を
講
師

に
、
樽
に
漬
け
込
む
作
業
を
行
い
「
飯

寿
司
づ
く
り
」
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
町
内
に
宿
泊
す
る
な
ど

経
済
波
及
効
果
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
町

と
し
て
も
、
協
議
会
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
継
続
に
向
け
て
さ
ら
な
る
工
夫
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
等
冬
期
生
活
支
援
事
業

冬
期
間
に
お
け
る
暖
房
燃
料
費
に
係
る

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
前
年

度
、
前
々
年
度
と
２
年
度
連
続
で
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
高
齢
者
等
冬
期
生
活
支

援
事
業
（
福
祉
灯
油
事
業
）
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
度
に
お
い
て
も
継
続
し
て
実

施
す
る
こ
と
で
、
関
係
す
る
予
算
を
本
議
会

に
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

灯
油
の
店
頭
販
売
価
格
は
、
前
年
の
同

時
期
と
比
較
し
ま
し
て
大
き
な
変
動
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
度
重
な
る
電
気
料
の
値
上

げ
を
踏
ま
え
、
総
合
的
な
暖
房
に
要
す
る

経
費
と
い
う
観
点
か
ら
、
前
年
度
よ
り
も

２
千
円
増
の
１
世
帯
当
た
り
１
万
２
千
円

を
、
原
則
と
し
て
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振

り
込
む
方
法
に
よ
り
助
成
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

女
性
特
有
が
ん
検
診
の
実
施

月

日
と

日
の
両
日
、
乳
が
ん
や

11

21

22

子
宮
頸
が
ん
な
ど
の
女
性
特
有
の
が
ん
検

診
を
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
し
、

約
1
3
0
名
の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
ま
で
は
、

月
と
２
月
の
年
２

10

回
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
こ
の
検
診
で
す

が
、
冬
期
間
に
お
い
て
は
十
分
な
検
診
体

制
の
確
保
が
保
障
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

月
か
ら
３
月
ま
で
は
実
施
を
見
合
わ
せ

12た
い
と
の
申
出
が
委
託
先
の
検
診
機
関
か

ら
あ
り
、
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
年
１
回

の
実
施
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

女
性
特
有
が
ん
検
診
に
限
ら
ず
、
そ
の

他
の
検
診
に
お
い
て
も
、
受
診
率
が
な
か

な
か
向
上
し
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
常
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
に
お
い

て
も
周
知
や
勧
奨
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
町
民
の
方
々
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
関
す
る
住
民

説
明
会

土
砂
災
害
防
止
法
に
定
め
る
警
戒
区
域

に
関
す
る
住
民
説
明
会
が

月

日
、
福

11

19

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
、
大
雨
な
ど
で

が
け
崩
れ
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
地
域

を
都
道
府
県
が
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
指

定
し
、
そ
の
後
に
市
町
村
が
避
難
体
制
な

ど
の
整
備
を
行
い
、
住
民
の
生
命
を
守
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
、

箇
所
の
土
砂
災
害
危
険

69

箇
所
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

箇
所
の
調
査

11

が
終
了
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
、
警
戒
区
域
を
指
定
す
る

前
提
と
し
て
、
住
民
説
明
会
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
町
内
で
初

の
説
明
会
と
な
り
、
本
町
地
区
の
２
箇
所

の
警
戒
区
域
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
警
戒
区
域
の
指
定
を
土
砂

災
害
防
止
の
い
わ
ゆ
る
「
ソ
フ
ト
対
策
」

の
柱
と
し
て
、
北
海
道
と
連
携
し
な
が
ら
順

次
、
住
民
説
明
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

月

日
に
開
催
を
し
ま
し
た
防
災
会

11

21

議
で
え
り
も
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
は
、
東
日
本
大
震
災
以

降
に
「
減
災
」
と
い
う
視
点
か
ら
災
害
対

策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
平
成

年
２
月
に
策
定
さ
れ
た
防
災

20

計
画
の
全
面
改
訂
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
本
計
画
は
、
北
海
道
知
事
へ
の
報

告
の
後
、
町
民
に
分
か
り
や
す
く
周
知
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
防
災
計
画
の
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
町
内
各
地
区
で
の
自
主
防
災

組
織
の
立
ち
上
げ
や
津
波
避
難
計
画
の
策

定
、
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
方
へ
の

対
応
な
ど
を
町
民
と
共
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

防災計画の見直しについて説明がなされました
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を
も
っ
て
い
る
子
ど
も
」
の
割
合
が
昨
年

度
よ
り
大
幅
に
増
え
た
こ
と
、
小
学
校
で

は
、「
家
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
し
て
い

る
」
割
合
が
全
国
よ
り
高
く
、
中
学
校
で

は
「
授
業
の
始
め
に
目
標
が
示
さ
れ
て
い

た
と
思
う
」、「
家
の
人
と
学
校
で
の
出
来

事
に
つ
い
て
話
を
す
る
」
な
ど
、
授
業
へ

の
姿
勢
や
家
族
関
係
の
よ
さ
が
よ
い
傾
向

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
小
・
中
と
も
に
「
１
日
４
時
間

以
上
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
見
て

い
る
子
ど
も
」
の
割
合
が
全
国
と
比
べ
て

も
極
め
て
高
く
、
家
庭
で
の
生
活
が
大
き

な
課
題
と
言
え
ま
す
。

今
後
は
、
応
用
力
の
育
成
を
含
め
た
基

礎
学
力
の
定
着
を
図
る
方
策
を
一
層
強
化

し
て
進
め
る
こ
と
や
家
庭
と
の
行
動
連
携

を
深
め
る
な
ど
、「
チ
ー
ム
え
り
も
」
と
し

て
全
町
あ
げ
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

学
校
力
向
上
に
関
す
る
総
合
実
践
事
業

の
推
進

本
年
度
か
ら
管
内
で
初
め
て
実
施
す
る

本
事
業
は
、
え
り
も
小
学
校
を
実
践
指
定

校
、
町
内
小
学
校
４
校
と
中
学
校
を
近
隣

実
践
校
と
し
て
推
進
し
、
教
育
課
程
や
指

導
方
法
、
地
域
・
家
庭
と
の
連
携
等
に
つ

い
て
、
先
進
事
例
に
積
極
的
に
学
び
な
が

ら
進
め
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
現
在
、
教
育
向
上
対
策

委
員
会
の
取
組
を
町
内
一
体
と
な
っ
て
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
内
教
頭
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
管
内
初
の
試
み
「
教
務

作
業
部
会
」「
研
修
作
業
部
会
」
を
組
織
し

て
、
統
一
し
た
年
間
指
導
計
画
の
作
成

や
、
年
４
回
の
テ
ー
マ
別
研
修
講
座
と
し

て
の
ミ
ニ
研
修
等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

日
高
へ
き
地
複
式
教
育
研
究
大
会
東
洋

小
大
会

本
大
会
は
、「
自
分
の
思
い
や
考
え
を

も
ち
、
進
ん
で
伝
え
合
う
子
ど
も
の
育
成

～
『
読
む
こ
と
』
に
お
け
る
言
語
活
動
の

充
実
を
と
お
し
て
～
」
を
研
究
主
題
と
し

て
、

月

日
に
東
洋
小
学
校
で
開
催
さ

11

19

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
内
外
か
ら

名
の
教
職
員

50

の
参
加
や
町
議
会
議
員
の
皆
様
も
出
席
い

た
だ
く
中
で
、
複
式
学
級
の
授
業
参
観
や

研
究
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
洋
小
の
実
践
は
、「
学
び
の
環
境
」
や

「
学
習
規
律
」
が
優
れ
、
今
日
的
な
在
り

方
を
踏
ま
え
た
指
導
法
と
な
る
な
ど
、
全

道
・
全
国
に
誇
れ
る
も
の
と
し
て
、
高
く

評
価
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

研
究
実
践
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た

教
職
員
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
た
一
層
の

充
実
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

日
高
教
育
局
指
導
主
事
や
教
育
委
員
の

学
校
訪
問

学
校
経
営
の
充
実
と
教
職
員
の
資
質
向

上
を
目
的
と
す
る
本
訪
問
は
、

月

日

12

18

を
も
っ
て

回
実
施
し
全
校
終
了
い
た
し

19

ま
し
た
。

各
校
と
も
、
指
導
に
真
摯
に
向
き
合

い
、
指
導
力
向
上
に
結
び
付
い
て
お
り
、

今
後
の
授
業
実
践
に
生
か
す
よ
う
、
一

層
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
に
よ
る
学
校
訪
問
に

つ
い
て
も
、
小
・
中
・
高
の
全
て
を
訪
問

し
て
学
校
経
営
、
授
業
の
姿
を
拝
見
し
、

指
導
、
助
言
、
感
想
等
を
述
べ
、
終
了
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

い
じ
め
調
査
の
結
果
と
対
応

本
年
度
２
回
目
と
な
る
本
調
査
が

月
11

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
生
徒
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
１
回
目
６
月
調
査
以
降
か

ら

月
ま
で
、
小
学
校

件
、
中
学
校
４
件
、

11

31

高
校
０
件
の
計

件
が
上
が
っ
て
き
ま
い

35

り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
を
受
け
て
、
児
童
生
徒

に
聴
取
を
行
い
、
学
校
が
い
じ
め
と
認
知

し
た
件
数
は
、
小
・
中
・
高
と
も
０
件
で

教
育
行
政
報
告

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
を
対

象
と
し
た
本
調
査
結
果
の
全
道
の
状
況
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
町
で
は
平
成
２８

年
度
ま
で
に
基
礎
問
題
Ａ
は

％
、
応
用

80

問
題
Ｂ
は

％
達
成
を
数
値
目
標
と
し
て

60

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
年
度
、
小
学
校
で
は
昨
年
度
に
比
べ

て
大
き
な
成
果
が
現
わ
れ
、
４
教
科
の
う

ち
、
２
教
科
（
国
語
Ａ
、
算
数
Ａ
）
が
目

標
に
大
き
く
近
づ
き
、
他
の
２
教
科
も
昨

年
度
よ
り
更
に
数
値
目
標
に
近
づ
き
ま
し

た
。
中
学
校
で
は
、
１
教
科
（
国
語
Ａ
）

が
ほ
ぼ
到
達
し
ま
し
た
が
、
３
教
科
は
昨

年
度
よ
り
数
値
目
標
に
近
づ
き
ま
し
た
が

課
題
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
全
国
平
均
正
答
率
と
の
比
較
で

は
、
小
学
校
で
は
、
１
教
科
（
国
語
Ａ
）

は
全
国
平
均
を
上
回
り
、
３
教
科
（
国
語

Ｂ
、
算
数
Ａ
、
Ｂ
）
も
概
ね
全
国
平
均
と

同
様
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
校
で
は
、
１

教
科
（
国
語
Ａ
）
は
ほ
ぼ
全
国
平
均
正
答

率
と
な
り
、
２
教
科
は
差
が
縮
ま
り
、
１

教
科
は
開
い
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

児
童
生
徒
や
学
校
の
質
問
紙
で
は
、

小
・
中
学
校
と
も
に
「
将
来
の
夢
や
目
標
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課
外
授
業

回
、

月
か
ら

月
ま
で
毎

13

10

12

日
３
時
間
の
放
課
後
学
習
等
、
教
職
員
の

熱
意
あ
る
指
導
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
全
員
の
進
路
実
現
を
目
指
し
、

よ
り
願
い
が
叶
う
よ
う
進
路
指
導
の
継
続

を
図
り
ま
す
。

煙
海
外
研
修

月

日
か
ら

日
の
５
日
間
、
韓
国

10

21

25

へ
の
海
外
研
修
旅
行
を
実
施
し
、
第
３
学

年
の
生
徒

名
、
引
率
教
諭
５
名
が
参
加

40

し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
在
韓
日
本
人
女

性
が
暮
ら
す
福
祉
施
設
「
慶
州
ナ
ザ
レ
園
」

で
は
、
平
均
年
齢

歳
の

人
の
方
々
が

92

13

「
日
本
人
の
訪
問
が
減
る
中
、
え
り
も
高

校
生
の
訪
問
が
毎
年
待
ち
遠
し
い
」
と
待

ち
こ
が
れ
て
迎
え
ら
れ
、
童
謡
を
一
緒
に

合
唱
す
る
な
ど
、
親
交
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
校
内
「
風
極
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
「
海
と
山
の
幸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
行
っ
た
募
金
を
手
渡
し
大
変
喜
ん

で
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
４
月
の
韓
国
で
の
旅
客
船

沈
没
事
故
を
受
け
、
研
修
の
安
全
性
に
つ

い
て
、
関
係
者
と
調
整
等
を
行
う
中
で
予

定
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
に
お
い
て
も
当
町
に
お
け
る
海

外
研
修
の
目
的
を
再
確
認
す
る
な
か
で
、

実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

煙
高
文
連
美
術
展

９
月
に
開
催
さ
れ
た
北
海
道
高
等
学
校

文
化
連
盟
苫
小
牧
支
部
美
術
展
に
お
い
て

本
校
美
術
部
の
４
作
品
が
優
秀
賞
と
な

り
、

月
開
催
さ
れ
た
高
文
連
全
道
美
術

10

展
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
美
術
部
の
更
な
る
活
躍
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

煙
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
全
道
大
会
出
場

月
４
日
に
新
ひ
だ
か
町
で
開
催
さ
れ

10
た
「
第

回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等

67

学
校
選
手
権
大
会
北
海
道
予
選
会
日
高
地

区
予
選
」
で
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
気
を
緩
め
る
こ

と
な
く
、
学
校
全
体
の
取
組
、
教
育
委
員

会
や
家
庭
と
の
連
携
を
一
層
図
る
よ
う
指

導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
高
一
貫
教
育
の
推
進

中
高
一
貫
教
育
で
は
、
６
年
間
を
見
通
し

た
「
学
力
向
上
」
や
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
な

ど
、
４
本
の
柱
で
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

４
月
に
は
、
中
学
校
保
護
者
向
け
キ
ャ

リ
ア
教
育
説
明
会
、
６
月
、
９
月
に
は「
百

人
浜
に
ま
な
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
」、
10

月
に
は
「
高
校
生
活
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、
12

月
に
は
中
学
３
年
生
を
対
象
に
し
た
「
先

輩
の
高
校
３
年
生
に
よ
る
進
路
講
話
」や
、

年
間
を
通
し
た
高
校
教
員
の
兼
務
発
令
や

乗
り
入
れ
授
業
等
、
中
高
が
連
携
し
た
事

業
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
そ
の
推
進
に
当
た
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

え
り
も
高
校
の
教
育
活
動

煙
進
路
指
導

本
校
に
お
け
る
進
路
指
導
は
、

月
５

12

日
現
在
、

名
中
就
職

名
、
進
学
が

44

15

18

名
の

名
で
内
定
率

％
と
な
っ
て
お

33

75

り
、
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

指
導
に
当
た
っ
て
は
、
３
年
生
で
は
夏

期
講
習
や
夏
期
勉
強
合
宿
、
９
月
の
進
路

準
優
勝
し
、
全
道
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。

月

日
に
札
幌
市
北
海
道
立
総
合
体

11

18

育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
全
道
大
会
に

お
い
て
は
、
初
戦
で
接
戦
な
が
ら
惜
し
く

も
敗
退
し
ま
し
た
が
、
部
員
総
勢
８
名
が

一
丸
と
な
っ
て
目
標
に
向
か
っ
た
姿
は
、

高
校
生
の
模
範
と
な
る
も
の
と
し
て
高
く

評
価
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

研
修
会
等
の
開
催

煙
え
り
も
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会

本
研
究
大
会
が
、

月

日
に
え
り
も

11

12

小
学
校
で
約

名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま

90

し
た
。

講
師
に
、
札
幌
か
ら
中
島
直
子
氏
を
招

き
、「
す
べ
て
の
人
に
贈
る
、
Ｔ
o
u
c
h

ケ
ア
講
座
～
触
れ
る
こ
と
は
、
生
き
る
こ

と
～
」
と
題
し
て
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

か
ら
高
齢
者
に
対
す
る
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
方
法
に
つ
い
て
学
び
、
研
修
を
深

め
ま
し
た
。

煙
幼
な
子
の
つ
ど
い

幼
児
教
育
振
興
会
主
催
に
よ
る
本
つ
ど

い
が
、

月

日
に
開
催
さ
れ
人
形
劇
団

10

29

「
え
り
っ
こ
」
に
よ
る
人
形
劇
「
ゆ
か
い

な
ハ
ン
ス
」
を
幼
児
、
保
護
者
併
せ
て
約

1
7
0
名
が
観
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、

月

日
に
は
、
北
海
道
文
教

11

14

役場を訪れ、ナザレ園の慰問について報告しました
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大
学
教
授
の
板
垣
康
治
氏
を
招
き
、「
小

児
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
約

名
が
参
加
す
る
中
で
開
催
さ

40

れ
ま
し
た
。

人
形
劇
で
は
幼
児
に
情
操
を
養
い
、
講

演
会
で
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
基
礎
知
識

や
危
険
性
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

が
お
も
し
ろ
い
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開

き
、
参
加
者
は
大
い
に
笑
う
と
と
も
に
、

午
後
か
ら
は
、
歌
や
踊
り
を
披
露
す
る
交

歓
会
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

煙
遊
び
リ
ン
ピ
ッ
ク

青
少
年
健
全
育
成
会
が
主
催
と
な
り
、

月

日
に
町
民
体
育
館
に
お
い
て
、
町

11

22

内
の
小
学
生
約

名
が
参
加
し
開
催
さ
れ

50

ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
、「
ボ
ウ
リ
ン
グ

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
や
「
く
つ
と
ば
し
」
な
ど
、

６
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
順
位
を
競
い
合

い
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

煙
芸
術
鑑
賞
ツ
ア
ー

生
涯
学
習
推
進
協
議
会
主
催
の
芸
術
鑑

賞
の
ツ
ア
ー
が
、

月
２
日
に
実
施
さ
れ

11

ま
し
た
。

札
幌
市
に
あ
る
北
海
道
劇
団
四
季
劇
場

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」

を
町
民

名
が
参
加
し
て
、
日
頃
触
れ
る
機

20

会
が
な
い
生
の
舞
台
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

芸
術
文
化
鑑
賞
事
業

煙
第

回
え
り
も
町
文
化
祭

44
文
化
協
会
加
盟
団
体
等
が
日
ご
ろ
の
成

果
を
発
表
す
る
当
町
文
化
祭
が
、

月

日

10

18

か
ら

月
３
日
ま
で
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

11

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

え
り
も
公
演
」
が
開
催
さ
れ
、
1
1
0
名

の
来
場
者
が
和
・
洋
が
調
和
し
た
新
感
覚

な
創
作
音
楽
や
伝
統
音
楽
の
演
奏
、
唄
等

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

本
公
演
は
、
北
海
道
文
化
財
団
主
催
の

「
文
化
の
宅
配
便
事
業
」
を
受
け
、
え
り

も
町
文
化
協
会
が
共
催
と
し
て
実
施
し
た

も
の
で
、
同
日
の
午
前
中
は
え
り
も
小
学

校
及
び
東
洋
小
学
校
の
児
童
を
対
象
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
同
じ
会
場
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
作
品
展
は
、
第
一
部
と
第
二

部
と
に
分
け
て
開
催
さ
れ
た
他
、
団
体
、

個
人
の
作
品
に
合
わ
せ
、
畠
山
周
子
氏
の

ス
ペ
イ
ン
で
の
受
賞
作
品
等
、
約
8
4
0
点

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

月

日
に
行
わ
れ
た
芸
能
発

10

26

表
会
で
は
、
文
化
協
会
文
化
功
労
者
賞
受

賞
の
え
り
も
吟
社
会
員
石
森
美
恵
子
氏
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
他
、
文
化
協
会
加
盟

団
体
の
発
表
に
合
せ
、
え
り
も
岬
小
学
校

の
児
童
に
よ
る
少
年
神
楽
も
披
露
さ
れ
る

な
ど
、
多
く
の
観
客
が
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表

に
興
味
を
持
っ
て
鑑
賞
し
ま
し
た
。

煙
え
り
も
町
文
化
功
労
表
彰

芸
術
文
化
に
著
し
く
功
績
の
あ
っ
た
個

人
、
団
体
を
表
彰
す
る
当
町
の
文
化
功
労

賞
表
彰
式
が

月

日
開
催
の
文
化
祭
芸

10

26

能
発
表
会
の
会
場
で
行
わ
れ
、
襟
裳
神
楽

保
存
会
か
ら
推
薦
の
あ
り
ま
し
た
故
吉
井

雅
喜
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

煙
町
民
芸
術
文
化
鑑
賞
会

月

日
に
、
町
文
化
協
会
が
文
化
週
間

10

24

事
業
と
し
て
行
う
「
唄
語
り
辻
村
達
生
＆
B

O
O
F
O
O
W
O
O
フ
ォ
ー
ク
ラ
イ
ブ
」
が

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

約

名
の
来
場
者
が
ユ
ニ
ー
ク
な
お
話
と

50
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、

月

日
に
は
、
芸
術
文
化
鑑

11

13

賞
会
と
し
て
「
E
z
o
’
n
（
エ
ゾ
ン
）

煙
え
り
も
町
高
齢
者
教
室
生
大
会

月
８
日
に
町
内
各
地
区
か
ら
約
1
4
0
名

11
が
参
加
し
て
、
本
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
は
、
日
本
笑
い
学
会
秋
田
県
人
会

会
長

人
星
亭
喜
楽
駄
朗
師
匠
に
よ
る

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
漫
談

人
生

歳
か
ら

60

劇団えりっこの人形劇に笑顔を見せる子ども達

煙
秋
の
芸
術
鑑
賞
ツ
ア
ー

文
化
協
会
主
催
の
芸
術
文
化
鑑
賞
事
業

の
一
環
と
し
て
美
術
館
ツ
ア
ー
が

月
３
日

11

に
行
わ
れ
、

名
の
参
加
者
が
北
海
道
立

13

帯
広
美
術
館
や
六
花
亭
中
札
内
美
術
村
の

芸
術
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
見
応
え
の
あ
る
芸
術
作
品
の
数
々

を
鑑
賞
し
感
嘆
の
声
が
あ
が
る
と
と
も

に
、「
文
化
の
日
」
に
「
芸
術
の
秋
」
を
心

ゆ
く
ま
で
楽
し
む
様
子
が
窺
え
ま
し
た
。

伝統音楽ユニット「エゾン」
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社
会
体
育
事
業

煙
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
町
民
の
健
康
・
体

力
づ
く
り
の
維
持
・
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、

月

日
に
本
大
会
を
開
催
し

10

13

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
会
場
を
百
人
浜
に
移
し
雄

大
な
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
参
加
し
た

幼
児
か
ら
成
年
ま
で
の
1
1
8
名
が
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

煙
各
種
全
道
大
会
の
結
果

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
ス
ポ
ー
ツ

第４７回衆議院議員総選挙開票結果

投票率は
63.39％

解散による第４７回衆議院議員総選挙と

第２３回最高裁判所裁判官国民審査の投票

が１２月１４日に行われました。

えりも町の投票率（小選挙区）は、前回

を2.98ポイント下回る63.39％でした。

【小選挙区】

煙候補者別得票数

・山岡 達丸

・くどう 良一

・ほりい 学

煙開票結果

・有権者数

・投票者数

・投票率

・有効投票

・無効投票

【比例代表】

煙政党別得票数

・幸福実現党

・日本共産党

・自由民主党

・公明党

・社会民主党

・民主党

・維新の党

・次世代の党

・支持政党なし

煙開票結果

・有権者数

・投票者数

・投票率

・有効投票

・無効投票

団
体
が
、
各
種
大
会
に
出
場
し
健
闘
し
ま

し
た
。

日
頃
か
ら
練
習
に
励
み
、
奮
闘
さ
れ
て

い
る
少
年
団
員
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
余
暇
時
間
を
活
用
し
競
技

力
向
上
の
た
め
指
導
さ
れ
て
い
る
指
導
者

の
方
々
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

煙
え
り
も
町
温
水
プ
ー
ル
の
廃
止

本
プ
ー
ル
は
、

月
３
日
発
達
し
た
低

11

気
圧
に
伴
う
強
風
に
よ
り
、
屋
根
及
び
破

風
部
分
が
剥
離
し
ま
し
た
。
破
損
箇
所
の

拡
大
を
防
ぐ
工
事
を
依
頼
し
て
い
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
老
朽
化
に
よ
り
内
部
の
鉄
骨

部
分
の
腐
食
が
激
し
い
こ
と
な
ど
が
分

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
修
繕
は
困
難
と
判
断

し
関
係
各
課
と
協
議
し
た
結
果
、
施
設
の

廃
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
プ
ー
ル
施
設
の
在
り
方
を
関

係
部
署
と
協
議
す
る
と
と
も
に
、
次
年
度

の
学
校
プ
ー
ル
教
室
等
に
つ
い
て
対
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

郷
土
資
料
館
事
業

煙
各
種
体
験
学
習
の
場
の
提
供

自
然
体
験
事
業
や
体
験
陶
芸
教
室
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
え
り
も
中
学
校
の
陶

芸
体
験
や
、
東
洋
小
学
校
の
親
子
う
ど
ん

作
り
体
験
、
庶
野
小
学
校
の
社
会
科
学
習

等
、
学
校
教
育
の
資
料
館
活
用
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

煙
猿
留
山
道
の
現
地
調
査

町
指
定
文
化
財
「
猿
留
山
道
を
歩
く
会
」

を

月

日
に
開
催
し
、
町
内
外
か
ら

名

10

12

50

が
参
加
し
、
す
ば
ら
し
い
湖
を
見
下
ろ
し

な
が
ら
、
約

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
完
歩
す

14

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
で
は

「
サ
ケ
鍋
、
パ
ン
ド
ー
ナ
ツ
」
を
提
供

し
、
当
町
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

現
在
、
国
指
定
文
化
財
「
史
跡
」
の
指

定
に
関
し
て
、
関
係
機
関
と
調
整
し
つ
つ

進
め
て
お
り
ま
す
。

844票

247票

1,486票

4,204票

2,665票

63.39％

2,577票

88票

18票

231票

941票

387票

36票

626票

206票

33票

78票

4,204票

2,665票

63.39%

2,556票

109票

小選
挙区（ ）
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ご存知ですか？
ジェネリック医薬品
正しく知って、上手に薬代

を節約外

架 保健福祉課医療給付係（緯隠4622）

妊婦さんを
応援します外
マミィー（母親）教室の

参加者予約受付中

架 保健福祉課保健予防係（緯隠4630）

煙
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選
ぶ
と
薬
代

の
節
約
に
期
待

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
と
違

い
研
究
開
発
費
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
有
効
成
分
や
効
果
が
同
じ
で

も
比
較
的
に
安
価
で
す
。
変
更
す
れ
ば
、

薬
代
の
節
約
の
期
待
が
出
来
ま
す
。

た
だ
し
、
薬
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

煙
医
療
費
の
削
減
に
も
貢
献

高
齢
化
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
年
々

医
療
費
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
西
暦

2
0
2
5
年
に
は
国
民
全
体
の
医
療
費
が

兆
円
（
国
民
所
得
の

％
）
に
達
す
る

69

13

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
薬
工
業
協
議
会
で
は
、
特
許
期
間
が

経
過
し
て
い
る
新
薬
を
す
べ
て
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
と
、
日
本

全
体
で
１
兆
円
の
医
療
費
が
削
減
で
き
る

と
試
算
し
て
い
ま
す
。

煙
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
替
え
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
の
特
許

期
間
が
切
れ
て
か
ら
販
売
さ
れ
る
薬
で
す

の
で
、
特
許
期
間
中
の
新
薬
に
は
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
医
師
が
変
更
す
べ
き
で
は
な
い

と
判
断
し
処
方
箋
に
署
名
が
あ
る
場
合
は

替
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

煙
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
置
い
て
い
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す

一
つ
の
薬
局
で
多
種
多
様
な
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
用
意
で
き
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
希
望
ど
お
り
す
ぐ
に
変
更

で
き
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

新薬とジェネ
リック医薬品
の差額

ジェネリック
医薬品

新薬

高い
タイプ

安い
タイプ

高い
タイプ

安い
タイプ

－－
56.4
点

12.3
点

142.4
点

薬価
(点)

2,920
円

4,750
円

2,190
円

360
円

5,110
円

１割

窓
口
一
部
負
担
金

5,840
円

9,500
円

4,380
円

720
円

10,220
円

２割

8,760
円

14,240
円

6,570
円

1,090
円

15,330
円

３割

新薬をジェネリック医薬品に替えた場合

例）高血圧の薬を（１日１錠）を１年間服用

した場合

煙
１
回
目

１
月

日
鐘

21

「
私
ら
し
い
お
産
に
む
け
て
」

鴨
お
産
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
妊
娠
中
の
生

活
、
分
娩
と
呼
吸
法
、
母
乳
育
児

鴨
茶
話
会
（
栄
養
士
が
体
に
優
し
い
手

づ
く
り
お
菓
子
を
準
備
）

煙
２
回
目

２
月

日
鐘

18

「
マ
マ
に
な
る
あ
な
た
へ
」

鴨
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
、
出

産
後
の
生
活
に
つ
い
て

鴨
キ
レ
イ
な
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
を
つ
く

る
食
事

な
ど
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エゾシカ有害
捕獲の実施
エゾシカ個体数削減と被害

を抑えるために

架 産業振興課林務係（緯隠4623）

近
年
、
エ
ゾ
シ
カ
が
住
宅
地
周
辺
や
放

牧
地
な
ど
へ
と
比
較
的
銃
器
に
よ
る
捕
獲

不
可
能
な
場
所
へ
逃
げ
込
ん
で
い
ま
す
。

林
内
な
ど
に
観
光
客
や
作
業
員
、
山
菜

採
り
な
ど
が
少
な
い
こ
の
時
期
に
、
通
常

１
人
の
ハ
ン
タ
ー
で
は
捕
獲
が
困
難
な
場

所
で
も
共
同
で
捕
獲
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
少
し
で
も
エ
ゾ
シ
カ
の
個
体
数
削
減

と
被
害
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

実
施
時
期
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

煙
実
施
時
期

平
成

年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

２７

煙
実
施
曜
日

第
１
・
第
３
日
曜
日
の
み

煙
実
施
時
間

午
前
７
時
か
ら

時
程
度
ま
で

１２

煙
実
施
箇
所

焔
国
有
林
（
実
施
箇
所
臼
）

え
り
も
岬
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら

航
空
自
衛
隊
道
路
の
苫
別
側

焔
銃
猟
禁
止
区
域
（
実
施
箇
所
渦
）

町
営
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
場
か
ら
町
清

掃
セ
ン
タ
ー

焔
エ
ク
セ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
放
牧
地

（
実
施
箇
所
嘘
）

第
４
・
第
５
厩
舎

国
道
や
道
道
周
辺
に
は
、
有
害
捕
獲
を

実
施
中
と
判
断
で
き
る
よ
う
に「
の
ぼ
り
」

を
設
置
し
ま
す
の
で
、
実
施
区
域
周
辺
の

住
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
協
力
願

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
上
記
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
。

実施箇所② 町営スケートリンク場 ～ 町清掃センター

実施箇所③ エクセルマネジメント放牧地第４・５厩舎

実施箇所① 岬林業総合センター ～ 航空自衛隊道路（苫別側）

スケートリンク

清掃センター

国道336号線

えりも岬林業総合センター

航空自衛隊道路

道道襟裳公園線
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高額介護合算
療養費の申請
後 期 高 齢 者 医 療 制 度

煙
高
額
介
護
合
算
療
養
費

医
療
と
介
護
の
両
方
を
利
用
し
て
い
る

世
帯
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
、
１
年
間
に

支
払
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
限
度
額

を
超
え
た
と
き
は
、
そ
の
超
え
た
額
が
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
及
び
介
護
保
険
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
手
続
き
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

焔
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
又
は
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
い
ず
れ
か
が
０

円
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

焔
支
給
額
が
5
0
0
円
以
下
の
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

煙
医
療
費
通
知
の
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
発
行
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象

に
、
医
療
費
を
半
年
ご
と
に
ま
と
め
た
医

療
費
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
発
行
は
平
成

年
３
月
（
平
成

２７

年
７
月
～

月
診
療
分
）
に
行
い
ま
す
。

２６

１２

※
新
た
に
発
行
を
希
望
す
る
方

新
た
に
発
行
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
手

数
で
す
が
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
又
は
役
場
保
健
福
祉
課
医
療
給
付

架 北海道道後期高齢者医療広域連合

（緯011-290-5601）
保健福祉課医療給付係（緯隠4622）

自己負担額の
合計の基準額

区 分
負担
割合

67万円現役並み所得者３割

56万円一 般

１割
31万円

区分Ⅱ
（※1）住民税

非課税
世 帯

19万円
区分Ⅰ
（※2）

自己負担限度額表

【自己負担額の計算期間 8/1～翌年7/31】

※１ 世帯全員が住民税非課税である方

※２ 世帯全員が住民税非課税であり、世帯

全員の所得が0円（公的年金収入のみの場

合、その受給額が80万円以下）、又は老齢

福祉年金を受給している方

申請される方は、保健福祉課医療給付係（窓口

３）までお申し出ください。

係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
ご
連

絡
だ
け
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

焔
す
で
に
「
発
行
希
望
」
の
ご
連
絡

を
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
継
続

し
て
発
行
し
ま
す
の
で
、
再
度
の

ご
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

焔
こ
の
通
知
を
受
け
取
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
申
請
の
手
続
き
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
通
知
を
確
定
申
告
な
ど
の

「
医
療
費
控
除
」の
領
収
書
の
代
わ

り
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

月

日
の
子
ど
も
議
会
で
、
東
洋
小
学

１１

26

校
６
年
生
の
杉
本
夏
美
さ
ん
か
ら
提
案
の
あ

り
ま
し
た
リ
ク
エ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
福
祉
セ

ン
タ
ー
図
書
室
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

リ
ク
エ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
は
、「
読
み
た

い
本
」
の
貸
出
予
約
や
購
入
希
望
を
カ
ウ

ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
に

設
置
し
た
ポ
ス
ト
か
ら
お
申
込
み
に
な
れ

ま
す
。

ご
利
用
の
際
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
用
紙
に

本
の
タ
イ
ト
ル
等
を
ご
記
入
し
て
い
た
だ

き
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
だ
け
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
ら
れ
な
い

子ども議会で
要望のありま
したリクエス
トボックスを
設置しました

架社会教育課文化図
書係 （緯隠2526）

お気軽にご利用ください。

本
や
他
の
町

の
図
書
館
か

ら
借
受
け
し

て
貸
出
を
行

う
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
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国民健康保険
が変わります
70歳未満の高額医療費自己

負担が見直されます

煙
負
担
能
力
に
応
じ
て
き
め
細
か
く

医
療
に
か
か
る
自
己
負
担
に
は
限
度
額

が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
、
一
般

（
上
位
所
得
者
以
外
の
住
民
税
課
税
世

帯
）
、
上
位
所
得
者
の
３
つ
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
、
平
成

年
１
月
診
療
分
か

２７

ら
、
負
担
能
力
に
応
じ
て
さ
ら
に
き
め
細

か
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
所
得
区
分
に
よ

り
、
５
つ
に
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
よ
う

に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

上
位
所
得
者
は
、
現
在
と
比
べ
る
と
自

架 保健福祉課医療給付係（緯隠4622）

己
負
担
額
は
増
え
、
一
般
と
住
民
税
非
課

税
世
帯
は
現
行
ど
お
り
ま
た
は
、
自
己
負

担
限
度
額
が
下
が
り
ま
す
。

煙

歳
以
上
の
方
は
据
え
置
き

す

70
歳
以
上
の
方
の
医
療
に
か
か
る
自
己

７０

負
担
限
度
額
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

制
度
の
見
直
し
な
ど
詳
し
く
は
、
上
記

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

※１ 総所得金額等（収入総額－必要経費－給与所得控除－公的年金等控除

等）－基礎控除（３３万円）

※２ 上位所得者以外の住民税課税世帯

４回目以降３回目まで総所得金額等※1所得区分

83,400円
150,000円
＋(医療費－500,000円)×１％

600万円超
上位
所得者

44,400円
80,100円
＋(医療費－267,000円)×１％

600万円以下一般※2

24,600円35,400円住民税非課税世帯

自己負担限度額（月額）

焔平成２６年１２月診察分まで

焔平成２7年1月診察分から（網掛け部分が見直された部分です）

４回目以降３回目まで総所得金額等※1所得区分

140,100円
252,600円
＋(医療費－842,000円)×１％

901万円超
上位
所得者

93,000円
167,400円
＋(医療費－558,000円)×１％

600万円超
901万円以下

44,400円
80,100円
＋(医療費－267,000円)×１％

210万円超
600万円以下一般※2

44,400円57,600円210万円以下

24,600円35,400円住民税非課税世帯

住宅

(土地付き)

物 件

内 容

字新浜住 所

緯吋2056連絡先

売却希望その他

空き家を有効
に活用
えりも町空き家情報登録制度

役
場
へ
情
報
提
供
の
あ
り
ま
し
た
物
件

に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

煙
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方

左
記
連
絡
先
の
所
有
者
へ
連
絡
し
て
、

直
接

交
渉
・
契
約
を
行
い
ま
す
。

煙
空
き
家
情
報
の
登
録
と
お
問
い
合
わ
せ

右
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

物件情報

架 企画課振興係（緯隠4612）

空き家
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金木水火月
1/91/81/71/61/5

午前のみ○○検査日

休 診

内 科
町

立
○午前のみ○○外 科

午前のみ▲○午前のみ小児科

○○○○庶野診

1/161/151/141/131/12
午前のみ○○検査日

休 診

内 科
町

立
午前のみ午前のみ○○外 科

○○○○小児科

○○○○庶野診

1/231/221/211/201/19
○○○検査日○内 科

町

立
午前のみ午前のみ○○○外 科

休 診休 診休 診○午後１時から小児科

○○○○○庶野診

1/301/291/281/271/26
午前のみ○○検査日午後１時から内 科

町

立
○午前のみ○○○外 科

休 診▲○○○小児科

午前のみ○○○○庶野診

2/62/52/42/32/2
午前のみ○○検査日○内 科

町

立
午前のみ午前のみ○○午後１時から外 科

○○○午前のみ○小児科

○○○○休 診庶野診

町立診療所と
庶野診療所の
診療表
1月5日～2月6日の診療表

町
立
診
療
所
の
診
療
表
は
、
町
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
国
民
健
康
保
険
診
療

所
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
診
療
表
が
急
遽
変

更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

煙
受
付
時
間

焔
町
立
診
療
所

午
前
8
時

分
～

時

分

30

11

30

午
後
1
時
～
4
時

分
30

焔
庶
野
診
療
所

午
前
9
時
～

時

分

11

30

午
後
2
時
～
4
時

分
30

診
察
表
の
見
方

○
印
…
午
前
・
午
後
と
も
診
察

▲
印
…
午
前
通
常
、
午
後
は
３
時

分
か
ら
診
察

30

らくらく
運動教室

架保健福祉課保健指
導係（緯隠4630）

冬
の
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
方
、
お
正

月
に
増
え
た
体
重
を
戻
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
な
ど
に
必
見
で
す
。
無
理
な
運
動
は
し

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
運
動
の
効
果
を
実

感
し
ま
し
ょ
う
。
参
加
は
無
料
で
す
。

講
師
は
、
武
田
美
智
代
さ
ん
（
札
幌
市

健
康
保
養
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
で
す
。

煙
期
日

２
月
３
日
峨
・

日
峨
・

日
峨
・

日
峨

10

17

24

煙
時
間

午
後
１
時

分
か
ら
３
時

分
ま
で

３０

３０

煙
会
場

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

煙
内
容

・
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
体
操

・
姿
勢
や
体
幹
を
意
識
し
た
応
用
体
操

・
リ
ズ
ム
体
操

な
ど

煙
申
込
開
始
日

１
月
６
日
峨
か
ら
（
※
当
日
参
加
可
）

煙
申
込
先

右
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

参加者
募集
１/6から

架町立診療所(緯渦2265)/庶野診療所(緯唄2219)
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保健センター緯②4630
保健福祉課 緯②4622

マ
ミ
ィ
教
室
を
紹
介
し
ま
す

妊
婦
さ
ん
・
子
育
て
中
の
マ
マ
を
応
援

え
り
も
町
で
は
、
多
く
の
妊
婦
さ
ん

が
、
安
心
し
て
出
産
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
、
マ
ミ
ィ
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
、
助
産
師
や
保

健
師
が
、
分
娩
や
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
成

長
に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん

の
成
長
を
感
じ
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を

ま
た
、
栄
養
士
か
ら
は
妊
娠
中
の
食
事
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

６
月
に
実
施
し
た
マ
ミ
ィ
教
室
に
は
、
６

人
の
お
母
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
え

り
も
町
外
の
出
身
で
あ
る
妊
婦
さ
ん
も
多

く
、
出
会
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
出
産
後
は
マ
マ
友
と
な
っ
て
予
防
接
種

会
場
な
ど
で
、
楽
し
そ
う
に
交
流
し
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
ど
の
く
ら
い
生
ま
れ
て

い
る
の
？

全
国
的
に
少
子
化
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
え
り
も
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

全
道
１
位
で
す
。
合
計
特
殊
出
生
率
と

は
、
一
人
の
女
性
が
生
涯
に
何
人
の
子
ど

も
を
産
む
の
か
を
表
す
数
値
で
す
。
全
道

平
均
１
.

に
対
し
、
え
り
も
町
は
１
.
９

25

で
す
。
昨
年
の
え
り
も
町
の
出
生
順
位
を

み
て
も
、
第
２
子
以
上
が
６
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
年
間
出
生
数
は
50

人
程
度
で
す
の
で
、
妊
婦
さ
ん
や
小
さ
い

お
子
さ
ん
が
出
会
う
機
会
は
少
な
い
か
も

予約時 間内 容日

罫13:30～14:30竃浦河ひがし町診療所巡回診療14日・28日 詔

荊10:00～13:00竃子供料理教室14日 詔・15日 詳

計9:00～11:00竃乳児健診20日 証

計13:15～14:00竃フッ素歯みがき教室
20日証・22日詳・27日証
2月３日証

茎

13:50～14:00竃ＢＣＧ・不活化ポリオ・４種混合

８日詳・29日 詳

14:00～14:10竃ヒブワクチン ※1

14:10～14:20竃小児用肺炎球菌ワクチン ※1

14:20～14:30竃水痘・麻しん風しん混合 ※2

14:45～15:00竃水痘(3～4歳児)・麻しん風しん混合(就学前)※2

荊13:30～15:30竃マミィー（母親教室）１回目21日 詔

蛍14:00～16:00鞄２種混合22日 詳

なし13:30～16:00竃献血29日 詳

荊13:30～15:30竃離乳食教室30日 象

繋15:30～16:00椛２種混合2月5日 詳

蛍14:00～16:00鞄予防接種（保健センター実施と同じ予防接種）毎週月・木曜日

１月の保健メモ

保健センターから

こんにちは

保健師です

場所 竃保健センター 椛町立診療所 鞄庶野診療所 栢福祉センター

※1、※2…同時接種可能です。希望する場合は、予約時にお申し出ください。

※1…浦河赤十字病院でも接種可能です。予約は直接病院（0146影5111）まで。

煙予約方法について
繋前週の金曜日までに、保健センター（緯隠4630）へ

罫浦河ひがし町診療所（緯0146鰻7800）へ 茎2日前までに、保健センター（緯隠4630）へ

荊保健センター（緯隠4630）へ 蛍庶野診療所（緯吋2219）へ 計個別案内

し
れ
ま
せ
ん
。

マ
ミ
ィ
教
室
は
、
仲
間
づ
く

り
の
場
で
す
。
妊
娠
中
の
マ

マ
達
と
交
流
し
た
い
と
思
わ

れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
マ
ミ
ィ
教

室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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年
前
の
昭
和

年
、
佐
々
木
隆
人

３５

５５

町
長
は
年
頭
所
感
で
「
町
１
０
０
年
の

歩
み
を
祝
い
、さ
ら
に
２
世
紀
へ
向
か
っ

て
と
も
に
歩
も
う
」と
呼
び
か
け
た
。

２
月
３
日
、
え
り
も
中
学
校
校
舎
改

築
落
成
式
を
挙
行
。
管
内
校
舎
唯
一
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
視
聴
覚
教
室
な
ど
近

代
校
舎
を
式
典
参
加
者
ら
に
披
露
。

６
月
に
は
、
え
り
も
電
報
電
話
局
が

開
局

周
年
記
念
で
、
日
高
管
内
初
の

１０

社
会
人
野
球
チ
ー
ム
を
招
き
、
電
電
北

海
道
対
拓
銀
の
試
合
に
、
町
営
球
場
は

大
勢
の
観
戦
客
が
詰
め
か
け
た
。

７
月
に
、
え
り
も
中
体
育
館
で
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
大
会
の
公
開
テ
レ
ビ
収
録

が
あ
り
、時
の
ア
イ
ド
ル
歌
手
・
岩
崎
宏

美
と
田
端
靖
雄
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
選

考
さ
れ
た

組
が
出
場
。
町
内
出
場
者

２５

は

人
で
、
川
村
鉄
夫
さ
ん
（

）
が
特

１３

２７

別
賞
に
入
っ
た
。
陸
上
競
技
場
で
開
催

の
日
勝
青
年
交
歓
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、

え
り
も
チ
ー
ム
が
５
連
勝
。

８
月
の
え
り
も
の
灯
台
ま
つ
り
で

は
、
町
開
基
１
０
０
年
記
念
で
管
内
一

規
模
を
誇
る
２
０
０
０
発
の
花
火
が
夏

の
夜
空
を
彩
り
、
歌
謡
シ
ョ
ー
は
北
島

三
郎
の
演
歌
で
沸
い
た
。「
全
道
勤
労
青

年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
大
会
」を
開
催
し
、道

内
か
ら
約
４
０
０
人
の
青
年
が
来
場
。

大
会
は
襟
裳
神
楽
、
え
り
も
駒
踊
り
の

郷
土
芸
能
披
露
で
歓
迎
し
、主
張
大
会
、

ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
で
交
流
を
深
め
た
。

月
１
日
に
は
町
開
基
１
０
０
年

１０
記
念
式
典
を
、
え
り
も
中
体
育
館
で
関

係
者
４
５
０
人
が
出
席
し
て
開
催
し
、

先
人
に
感
謝
し
な
が
ら
２
世
紀
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
た
。
第

回
国
勢
調
査

１３

で
、町
の
人
口
は
7
5
2
0
人
、
世
帯
数

は
２
１
１
３
に
確
定
し
た
。

町
が
宅
地
不
足
対
策
で
、
大
和
地
区

に
造
成
し
た
住
宅
団
地

区
画
（
村
上

31

造
園
の
裏
）の
分
譲
を

月
に
開
始
し
、

１１

公
庫
住
宅
建
設
資
金
の
借
り
入
れ
も

斡
旋
。

月
下
旬
で
完
売
し
た
。

あ
っ
せ
ん

１２

昭和5５年広報紙
で見る町の歩み

主な出来事

煙町開基１００年を多彩

な行事で祝う

表紙

昭和55年11月下旬号

目黒生活館で書道教室

学校と地域の連携の重要性を訴える

宮城教育大学教授の野澤令照先生を講師に迎え「こ
よしてる

れからの日高の防災教育を考える」と題した講演会が、

12月12日に行われました。

管内の教育委員や校長・教頭で組織する日高教育振

興会主催。会場の福祉センターには、教育関係者など

約85人集まりました。

東日本大震災発生時、仙台市内の小学校の校長だっ

た野澤先生は、津波の被害を受けた学校や避難所の様

子を写真で紹介しました。市内の３つの学校が津波に

襲われるとともに、多くの学校に避難所が設置されて

から浮き彫りになった避難所運営の課題について、体

験をもとに語りました。

学校と地域の連携について、地域と良好な関係にあ

る学校の避難所運営は、地域が教員と協力しながら、

大きな混乱にならなかったことを紹介しました。「人

と人とのつながりが良いと、心もつながり、良い地域に

なる」と、地域と学校の良好な関係づくりは、様々な

課題を乗り越える力になることを訴えました。

日高教育振興会講演会

課スライドを使い、震災

当時の津波の被害を受け

た学校や町の様子などを

を紹介 嘩出席者に対し

て、震災時の体験をもと

に、学校と地域の連携の

重要性を訴える講師の野

澤先生

課

嘩



19

日高販売課長の菊地さんから町長へ目録を手渡す

保育所などへジュースをプレゼント

北海道コカ・コーラボトリング株式会社は、社

会貢献として平成２１年から町に同社製品を寄贈し

ています。苫小牧事業所日高販売課長の菊地昌博

さんは１２月８日に役場を訪れ、岩本町長へ目録を

手渡しました。寄贈された５２８本の飲料水は、保

育所などへ配られます。町長は「毎年多くの方が

楽しみにしています」と感謝を述べました。

北海道コカ・コーラボトリングが社会貢献

町内の学校から９人と１団体受賞

えりも小学校、えりも中学校及びえりも高等学

校から、「いじめ・ネットトラブル根絶！メッセー

ジコンクール」の日高管内審査で、５６７作品の中か

ら標語９作品とポスター１作品が受賞しました。

１２月１日、日高教育局の安岡政光次長が各学校

を訪れ、全校集会などで受賞者一人ひとりに賞状

を贈りました。

このコンクールは、いじめやネットトラブル根

絶に向けたポスターや標語を募集し、社会全体で

いじめ・ネットトラブル根絶メッセージ

校長室で記念撮影（左から、小山内望美さん、髙橋京

祐さん、安岡次長、堤雅弥さん、菊地唯さん）

団員や地元関係者で完成を祝う

笛舞の防災拠点であるえりも消防団第４分団詰

所が完成しました。12月５日に落成式を行い、岩

本町長や団員など約20人が、無火災安全を祈願し

ました。以前の詰所は手狭で使いにくいとの声か

ら、新しい詰所は床面積を５㎡ 広くして60㎡ に

しました。また、場所は津波の影響を避けるた

め、標高の高い笛舞ふれあい館の横に移転しました。

えりも消防団第４詰所落成式

新しい詰所の前で落成式出席者による記念撮影

TownNews
町の主な出来事

青少年を被害から守る意識を高めるもので、北海道いじめ不登校等対策本部で実施しています。

なお、最優秀賞作品に選ばれた岩間夕妃乃さん（えりも小学校５年生）と髙橋京祐さん（えりも中学

校３年生）の作品は、全道審査へと進みます。

コンクールで受賞した児童や生徒の皆さんのお名前を紹介します。

いじめの根絶部門・標語の最優秀賞に、岩間夕妃乃さん（えりも小５年）、髙橋京祐さん（えりも中

３年）、優秀賞に佐々木琉来さん（えりも中１年）、奨励賞に神元歩果さん（えりも小６年）、小野寺優

月さん（同）、小山内望美さん（えりも中３年）。同部門・ポスターの優秀賞に、えりも高校生徒会執行

部の皆さん。ネットトラブルの根絶部門・標語の奨励賞に、堤雅弥さん（えりも中２年）、菊地唯さん

（同中３年）、石川綾乃さん（えりも高１年）。
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生
涯

学
習

だ
よ

り
■社会教育課
・社会教育係

緯渦2526
・児童クラブ係

緯渦2233
・体育振興係

緯渦4628
■郷土資料館

緯渦2410

ン
ピ
ッ
ク
」が
開
催
さ
れ
、町
内
の
小
学
１

～
６
年
生

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

44

学
年
ご
と
に
豆
う
つ
し
な
ど
全
６
種
目

を
行
い
、
１
・
２
・
３
位
入
賞
者
に
は
賞
状

と
メ
ダ
ル
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

学
年
・
学
校
を
問
わ
ず
参
加
者
全
員
が

交
流
で
き
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

月

日
臥
町
民
体
育
館
で
、
町
青
少

11

22

年
健
全
育
成
会
主
催
の
「
え
り
も
遊
び
リ

え
り
も

遊
び
リ
ン
ピ
ッ
ク

３位（銅）２位（銀）１位（金）

平野詩織大橋春輝増田 陽１年

丸山陽生鈴木美緒北村友昌２年

佐々木凌玖斉藤日奈多杉本沙弥３年

齊藤翔太藤井 柊寺沢健太４年

―石川 雄登竹内 桃香５年

杉本夏美工藤颯大中野恵太６年

町
体
育
協
会
主
催
の
「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
ツ
ア
ー
」
が

月

日
蚊
に
湿
原
の

11

23

風
ア
リ
ー
ナ
釧
路
で
行
わ
れ
、「
プ
ロ

フ
ッ
ト
サ
ル
F
リ
ー
グ
・
エ
ス
ポ
ラ
ー
ダ

北
海
道

V
S
シ
ュ
ラ
イ
カ
ー
大
阪
戦
」を

観
戦
し
ま
し
た
。

試
合
は
両
者
一
歩
も
譲
ら
な
い
緊
迫
し

た
攻
防
が
続
き
ま
し
た
。
後
半
残
り
１
分

半
で
エ
ス
ポ
ラ
ー
ダ
北
海
道
が
待
望
の
先

制
点
を
挙
げ
、
こ
の
ま
ま
逃
げ
切
り
と
思

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
パ
ワ
ー
プ

レ
ー
で
シ
ュ
ラ
イ
カ
ー
大
阪
が
得
点
を

し
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
勝
利
を
逃
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
画
面
か
ら
は
伝
わ
り
に
く
い
サ

ポ
ー
タ
ー
の
声
援
や
臨
場
感
、
プ
レ
ー
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
、
参
加

者
は
感
嘆
の
声
を
漏
ら
し
て
い
ま
し
た
。

※
フ
ッ
ト
サ
ル
は
、
５
対
５
で
手
軽
に
プ

レ
ー
で
き
る
室
内
サ
ッ
カ
ー
で
、
コ
ー

ト
の
広
さ
は
屋
外
サ
ッ
カ
ー
の
４
分
の

１
程
度
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
が
魅
力
の

ス
ポ
ー
ツ
で
、
え
り
も
町
で
も
子
ど
も

か
ら
青
年
ま
で
冬
期
間
の
屋
内
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

エ
ス
ポ
ラ
ー
ダ

北
海
道
応
援
ツ
ア
ー

い
と
き
は
赤
色
の
旗
を
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
掲
揚
し
ま
す
の

で
、
旗
の
色
を
確
認
し
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
現
地
確
認
が
で
き
な
い
方
は
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
緯
渦
2
5
2
6
）
又
は
町

民
体
育
館
（
緯
渦
4
6
2
8
）
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い

町
営
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

オ
ー
プ
ン

１
月
上
旬
か
ら
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
開
放
時
間
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
使
用
で
き
る
と

き
は
緑
色
の
旗
を
上
げ
、
使
用
で
き
な

はしの使い方がとても上手です。いくつ取れたかな？

写真提供：エスポ
ラーダ北海道
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一般書図書室だより
福祉センター図書室 緯渦2526

安生 正 他
このミステリーがすごい外
四つの謎

五木 寛之親鸞 完結篇（上・下）

桜木 紫乃ブルース

湊 かなえＮのために

児童書

オー・ヘンリー賢者のおくりもの

角野 栄子
おばけのソッチ、おねえちゃ
んになりたい外前作から四年。麓

の駅前開発計画が

もちあがり、世論

は二分される。そ

れは多岐川家の夫

婦間にもおよび、

美穂は家を飛び出

し、駅前商店街保

存に奮闘する。地

方が直面する問題

に切り込む地域活

性エンタテインメ

ント。

脱・限界集落株式会社

黒野 伸一 著

えりもＭＵＳＥＵＭ
しりょうかん

日
本
・
ア
イ
ヌ
す
べ
て
の
国
中
の
大

小
の
天
神
地
祇
、
特
に
登
与
仁
（
豊

似
）
大
権
現
に
、
国
家
安
全
、
風
雨
順

次
、
五
穀
成
就
、
大
漁
満
足
、
道
中
安

全
、
転
ん
で
も
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う

に
と
神
々
に
高
ら
か
に
祈
願
し
た
。

下
ろ
う
と
す
る
と
き
、
支
配
人
の

言
う
よ
う
に
も
し
も
大
雷
大
雨
に

あ
っ
た
ら
と
用
意
し
た
桐
油
を
浸
み

込
ま
せ
た
布
を
尻
に
敷
き
、
滑
る
や

否
や
富
士
の
砂
走
り
と
異
な
る
こ
と

な
く
、瞬
時
に
六
合
目
ま
で
下
り
た
。

か
ね
て
よ
り

聞
き
し
に
ま
し
て

こ
の
山
の

神
の
い
さ
を
は

尊
く
ぞ
あ
る

（
か
ね
て
か
ら

聞
い
て
い
た
に
も

増
し
て

こ
の
山
の

神
の
功
績
は

尊
い
も
の
で
あ
る
）

武
四
郎
は
ア
イ
ヌ
と
共
に
、
念
願

か
な
い
豊
似
岳
に
登
頂
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

松
浦
武
四
郎
が
ア

イ
ヌ
と
共
に
カ
ム
イ

ヌ
プ
リ
（
豊
似
岳
）
に

登
っ
た
お
話
の
続
き

で
す
。

山
頂
に
着
い
た
武

四
郎
た
ち
は
、

イ
ナ
ウ
を
捧
げ
、

松浦武四郎「蝦夷日誌」沼見峠からの展望

北海道大学付属図書館蔵

え
り
も
町
指
定
文
化
財

猿
留
山
道
（
そ
の

）
１１

図書室見学が
ありました外

今月おすすめする本

公共施設の利用の

仕方等を学習するた

め、11月26日我にえ

りも岬小学校の1・2

年生児童８名が来室

しました。

また、11月28日画には庶野小学校2年生の児童

8名も来室し、図書室内にあるものや利用方法等

について質問を交えながら理解を深めました。

熱心に説明を聞く児童
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の状況を、（一社）北海道全調理師会浦河支部えり

も分会（味楽亭の飯田稔さん緯渦２６０４）に、平成２７

年１月１５日までに届けてください。

【届出用紙】

（一社）北海道全調理師会浦河支部又は北海道浦

河保健所に備えてあります。

煙年末年始のごみ収集

架町民生活課清掃係 緯隠4323

※午前 近浦、笛舞、下笛舞、大和第1・2、和里（国道側）

午後 新浜、あけぼの

と鬼に投げつけて終わりではなく、最後は食べて消滅

させることが大事なようです。

さて、放射性廃棄物や米軍基地の問題もどこか

似ていると思いませんか。だれもが、自分の町には

来てほしくないので「処理場は外。基地は外」と主

張しています。しかし事態は解決に向かいません。

ここは視点を変え、知恵を絞って方策を探る必要

がありそうです。落としどころを見つけるのは国

の役目でしょうが、まずは、皆がそれぞれに協力す

る気持ちがなければ進展しないかもしれません。

防災についても同じです。日本で昔、洪水が多発

する河川流域のある強国が、周辺の弱国に高い堤

防を作らないよう命じて自分の領土を守ろうとし

ました。また、対岸の村の土手をわざと壊して溢れ

させるという身勝手な対策を思いついた村もあっ

たようです。

津波に対しても、一つの湾に侵入させないため

に巨大な堤防を築くと、反射した津波が隣りの湾

に伝わり、そこで被害を大きくすることがわかっ

ています。都市の減災のために小さな集落や自然

が破壊されてもいいという道理はありません。防

波堤や防潮堤の建設は、工法だけでなく社会的に

とても難しい問題を含んでいるのです。

「津波てんでんこ」は、逃げる際には自分の身を

優先して行動しようという意味です。本当にいざ

となったらそれが必要なのでしょう。でも少なく

とも準備の段階では、総合的な安全を考え、すべて

の人にとって利益になる方策を検討すべきだと思

います。地域の防災力は、実はそんな過程を経てこ

そ高まるのではないでしょうか。

西村 裕一

お正月が過ぎ、次は節

分です。北海道では落花

生、関東より西では大豆

を撒きます。豆を撒くの

は邪気を追い払うため

です。そして豆は「自分

の家には入って来るな」

煙工事等入札結果（１１月執行分）

架建設水道課建設管理係 緯隠2114

焔新浜団地１号線舗装工事

丸建道路珂札幌支店 8,500,000円（税抜）

煙住宅改修工事補助事業

架建設水道課建築管財係 緯隠2114

町では住宅改修工事などへの補助を行ってい

ます。工事予定のある方は、お早めにご相談く

ださい。

煙戦没者遺児による慰霊友好親善事業

架日本遺族会事務局 緯03-3261-5521

日本遺族会は、戦没者遺児の方を対象に慰霊

友好親善事業への参加者を募集しています。

日程や費用など詳しいことは、上記お問い合

わせ先まで。

煙浦河町役場で登記事項証明書などが受け取れます

架札幌法務局日高支局 緯0146泳0415

浦河町役場１階（町民課カウンターの前）の窓

口で、午前９時から午後１時まで（土・日・祝日、

１２月27日から１月５までは除く）の間、登記事項証

明書等が受け取ることができます。

なお、手数料は、収入印紙で納めます。収入印紙

は浦河町役場１階町民課で取り扱っています。

ごみ収集埋立処分場清掃センター

平 常
どおり

午前8時30分
～午後4時
(平常どおり)

午前8時30分
～午後4時30分
(平常どおり)

12/24
～26

休 み午前8時30分～午後4時
12/27
～28

平常どおり12/29

資源ごみ
(※)

午前8時30分～午後3時12/30

休 み午前8時30分～11時30分12/31

休 み1/1～5

平常どおり1/6～

北海道大学大学院理学研究
院附属地震火山研究観測セ
ンター助教。専門は津波と
古津波の研究。

防災
情報版詠
鬼と原発と津波
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１月10日は「110番の日」です。

110番は、緊急の事件・事故などをいち早

く警察に通報するための緊急電話です。110

番に出た警察官が、事件・事故の概要など必

要なことを質問しますので、慌てず落ち着い

て答えてください。

携帯電話で110番する場合、車で移動しな

がらの通報や歩きながらの通報は、通話が途

絶えることがありますので控えてください。

また、車を運転しながらの通報は法令違反

となりますので、安全な場所に停止してから

通報してください。

落とし物の届出、諸手続に関する照会など

は、警察署や交番・駐在所の電話を、相談や

警察業務に関する意見・要望は、短縮ダイヤ

ル「#9110」（警察相談専用電話）をご利用

ください。

浦河警察署
緊急通報は110番、
相談電話は「＃9110」に外

架 緯０１４６影０１１０

煙弁護士相談センター無料相談

２月と３月の相談日程をお知らせします。

相談には事前予約（平日の午前10時～午後４時

緯0146泳8373）が必要です。

【相談日】

２月17日峨、３月１７日峨

【相談時間・場所】

午後１時15分～３時45分 保健センター

暮らしの
掲示板

１
相談

お知らせ

胆振・日高地方は、北海道内の他地域と比

較して内陸の一部を除き冬の降雪量が少ない

地域にあたります。しかし、発達した低気圧

の影響によって広範囲で大雪になる場合や、

強い冬型の気圧配置によって局地的に大雪と

なる場合があります。

大雪による交通障害、電線着雪や施設等の

倒壊、雪崩などの災害により、地域住民の生

活に重大な影響を及ぼすこともあります。

大雪が予想される場合、気象台は大雪の注

意報、警報、特別警報、気象情報を発表しま

すので、大雪による災害に備えましょう。

室蘭地方気象台

大 雪

煙働いている調理師の皆様へ

架北海道浦河保健所 緯０146鰻3071

次の施設で働いている調理師は届出が必要です。

【働いている施設等】

焔学校、病院、社会福祉施設、介護老人保健施設、老

人福祉施設、その他多数人に飲食物を調理し

て供与している施設

焔飲食店営業、魚介類販売業、そうざい製造業

【届出方法と期限】

届出は、２年ごとに行うことになっており、今年

がその年にあたります。平成26年12月31日現在

11月末の人口と世帯数 ※( )内は前月比

人 口煙5,158人（－２） ※外国人含む

男：2,580人（－３）

女：2,578人（＋１）

世帯数煙2,177世帯（＋３)

１1月末の人口動態

出生３人 死亡３人 転入６人 転出８人

納め忘れはありませんか涯

国民健康保険税（第７期）

平成27年２月２日鉦

また、除雪や屋根

の雪下ろし作業中の

転落や落雪による事

故が毎冬多く発生し

ていますので、十分

な注意が必要です。
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北海道・えりも町企画課 住所：北海道幌泉郡えりも町字本町２０６番地 電話：０１４６６-2-4612

Eメール：erimo@sage.ocn.ne.jp FAX：０１４６６-2-4633 発行日：平成２6年12月25日

１日障猿初日の出風の館臨時開館

（襟裳岬風の館/5:00～8:00）

５日鉦猿消防出初式（えりも支署前/9:30～）

１１日醤猿全道フットサル選手権日高地区予選

（町民体育館/9:00～17:00）

猿平成２７年成人式

（福祉センター/11:00～13:00）

13日鍾猿第51回つけものコンクール

（福祉センター/10:0０～15:00）

21日鐘猿運転免許更新時講習（優良・違反）

（福祉センター/優良13:00～/違反14:00～）

25日醤猿氷上運動会

（町営スケートリンク/9:3０～13:30）

１月の行事

焔松緑神道大和山苫小牧教区婦人会（苫小牧市）

やまと苑へ 26,000円

中野実結ちゃん
な か の み ゆ

（典彦・弥美）
Ｈ26.1.6生(新浜)

お兄ちゃんに負けな

いくらい元気で活発

な子です。

山本茉凛杏ちゃん
やまもと ま り あ

（弘樹・可奈）
Ｈ26.1.18生(大和)

パパの抱っこでスヤ

スヤ寝ちゃうおりこ

うさんの末っ子娘竃

植木奏介くん
う え き そうすけ

（紀喜・加奈恵）
Ｈ26.1.4生(本町)

いつもお兄ちゃんと

仲良くおしゃべりし

てニコニコしてます。

あつまれ！１歳児

すくのび
「すくのび」は、
「すくすくのびの
び育って」の願い
を込めたタイトル
です。

樺ご厚志に感謝します

焔田 中 敏 子さん（庶野）

えりも町社会福祉協議会へ

美島自治会へ

30,000円

50,000円

開始時間会 場
地 区

自治会

9時30分～西えりも生活館西えりも
1/19
(月)

13時30分～東洋生活館東洋

15時30分～林業総合センターえりも岬

10時00分～歌別生活館
歌別

上歌別1/20
(火) 13時30分～庶野生活館庶野

15時30分～目黒生活館目黒

9時30分～福祉センター
本町

新浜

1/21
(水)

13時30分～大和共同作業所
大和1・2

和里

15時30分～笛舞ふれあい館
近浦

笛舞

架企画課広報係 緯隠4612

町が行っている様々な事業の説明や、町民皆様

からのご意見、要望などを話し合う場として毎年

開催している地区別町政懇談会を、次の日程で開

催します。皆様のご参加をお待ちしています。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

（
え
り
も
吟
社
）

た
て
が
み
に
吐
く
息
残
り
今
朝
の
霜

は

い
き

し
も

充
ち
足
り
し
余
生
の
旅
や
花
す
す
き

みし
た
た
か
に
余
生
生
き
た
し
鰯
雲

よ

せ

い

い

い
わ
し
ぐ
も

温
泉
の
街
や
紅
葉
を
映
す
ダ
ム

も

み

じ

う
つ

月
や
せ
て
軒
鳴
ら
し
ゆ
く
秋
の
風

の
き

な

ハ
タ
ハ
タ
や
豊
漁
と
云
う
願
い
事ご
と

小
山
内
栄
峰

鈴
木

周
子

佐
々
木
蓉
子

佐
々
木
凌
子

長
岡

青
風

鈴
木

勇
髙

地区別町政懇談会を開催します


